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市
職
員
の
人
事
異
動

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
人
事
異

動
を
発
令
し
ま
し
た
。
新
採
用
・

退
職
者
以
外
は
課
長
級
以
上
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。（　
）
内
は
、

旧
職
で
す
。

　
４
月
１
日
付
け　
異
動

【
企
画
財
政
部
】

▽
次
長
兼
企
画
課
長（
企
画
課
長
）

山
下
部
勝
▽
産
業
開
発
室
長
（
商

工
観
光
課
長
）
石
川
悦
男
▽
財
政

課
長
（
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼
観

光
振
興
係
長
）
塩
原
秀
一
▽
財
政

課
副
参
事
兼
課
長
補
佐
（
財
政
課

副
参
事
）
宮
前
恒
夫
▽
情
報
シ
ス

テ
ム
課
長
（
企
画
課
長
補
佐
）
平

賀
元

【
総
務
部
】

▽
総
務
部
長
（
議
会
事
務
局
長
）

阪
上
賢
司
▽
収
納
課
長
（
行
政
管

理
課
長
補
佐
兼
職
員
係
長
）
駒
澤　
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市
民
生
活
部
】

▽
危
機
管
理
課
長
（
農
政
課
長
補

佐
）
金
井
正
男
▽
市
民
課
長
（
社

会
福
祉
課
長
補
佐
兼
福
祉
第
２
係

長
）
五
十
嵐
清
美

【
福
祉
部
】

▽
地
域
福
祉
課
長
（
社
会
福
祉
課

長
）
岡
田
忠
彦
▽
生
活
自
立
支
援

課
長
（
企
画
財
政
部
付
・
児
玉
郡

市
広
域
市
町
村
圏
組
合
）
青
木
光

蔵【
保
健
部
】

▽
健
康
推
進
課
長
（
健
康
推
進
課

長
補
佐
兼
健
康
係
長
）
岡
野
美
香

▽
介
護
保
険
課
長
（
介
護
い
き
が

い
課
長
）
須
賀
正
樹

【
経
済
環
境
部
】

▽
商
工
観
光
課
長
（
秘
書
広
報
課

長
補
佐
兼
国
際
交
流
係
長
）
境
野

淳【
都
市
整
備
部
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▽
部
長
（
下
水
道
課
長
）
出
牛
康

▽
建
設
課
長
（
市
街
地
整
備
課
長

補
佐
兼
区
画
整
理
係
長
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福
島　
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則

【
上
下
水
道
部
】

▽
水
道
課
長
（
監
査
委
員
事
務
局

長
補
佐
）
内
田
圭
三
▽
下
水
道
課

長
（
都
市
計
画
課
長
補
佐
兼
計
画

街
路
係
長
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佐
藤
正
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【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

▽
事
務
局
次
長
兼
生
涯
学
習
課
長

（
収
納
課
長
）
山
田
由
幸
▽
文
化

財
保
護
課
長
兼
歴
史
民
俗
資
料
館

長
（
企
画
財
政
部
付
・
本
庄
上
里

学
校
給
食
組
合
）
杉
原
初

【
議
会
事
務
局
】

▽
事
務
局
長
（
財
政
課
長
）
大
屋　

正
信

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

▽
事
務
局
長
（
教
育
総
務
課
長
補

佐
兼
庶
務
係
長
）
飯
塚
正
英

４
月
１
日
付
け　
派
遣

児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
へ

企
画
財
政
部
付（
危
機
管
理
課
長
）

小
林
寿
嗣

本
庄
上
里
学
校
給
食
組
合
へ

企
画
財
政
部
付
（
企
画
課
長
補
佐

兼
調
整
係
長
）
伊
平
直
美

４
月
１
日
付
け　
新
採
用

▽
財
政
課
根
岸
克
浩
▽
行
政
管
理

課
柿
島
彩
子
▽
課
税
課
斉
藤
幸

佑
・
松
竹
里
菜
▽
収
納
課
根
岸
祐

見
▽
市
民
課
鈴
木
美
結
▽
障
害
福

祉
課
藤
原
大
樹
▽
子
育
て
支
援
課

両
角
麻
美
・
今
泉
圭
奈
子
・
茂
木

浩
人
（
本
庄
上
里
学
校
給
食
組
合

か
ら
派
遣
）・
荻
野
順
子
（
本
庄

上
里
学
校
給
食
組
合
か
ら
派
遣
）・

岩
﨑
富
子
（
本
庄
上
里
学
校
給
食

組
合
か
ら
派
遣
）
▽
保
険
課
杉
田

友
佳
理
▽
健
康
推
進
課
渡
邉
可

奈
・
吉
田
絵
莉
子
・
佐
々
木
錬
▽

環
境
推
進
課
高
田
卓
▽
都
市
整
備

部
次
長
荒
井
正
之
（
埼
玉
県
か
ら

派
遣
）
▽
建
設
課
臼
田
拓
哉
▽
営

繕
住
宅
課
中
彰
太
郎
▽
下
水
道
課

内
田
佳
教
▽
市
民
福
祉
課
栁
井
衣

織
▽
学
校
教
育
課
諏
訪
慎
一
（
埼

玉
県
か
ら
派
遣
）・
駒
木
野
昌
代

（
埼
玉
県
か
ら
派
遣
）
▽
文
化
財

保
護
課
的
野
善
行

３
月    31
日
付
け　
退
職

▽
武
政
真
二
（
総
務
部
長
）〈
再

任
用
・
都
市
計
画
課
〉
▽
小
内
修

（
都
市
整
備
部
長
）〈
再
任
用
・
市

民
活
動
推
進
課
〉▽
佐
藤
達
雄（
参

事
兼
産
業
開
発
室
長
）
▽
松
嵜
隆

良
（
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長
）〈
再

任
用
・
生
涯
学
習
課
〉
▽
金
井
弘

次
（
市
民
課
長
兼
市
民
係
長
）〈
再

任
用
・
市
民
課
〉
▽
清
水
眞
由
美

（
健
康
推
進
課
長
）〈
再
任
用
・
介

護
保
険
課
〉
▽
内
藤
道
夫
（
建
設

課
長
）〈
再
任
用
・
農
政
課
〉
▽

坂
本
和
雄
（
水
道
課
長
）〈
再
任

用
・
環
境
産
業
課
〉
▽
上
野
良
一

（
生
涯
学
習
課
長
）〈
再
任
用
・
障

害
福
祉
課
〉
▽
川
上
美
恵
（
文
化

財
保
護
課
長
兼
歴
史
民
俗
資
料
館

長
）〈
再
任
用
・
市
民
課
〉
▽
松

田
芳
幸（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

▽
武
田
欽
一
郎
（
副
参
事
兼
図
書

館
児
玉
分
館
係
長
）〈
再
任
用
・

下
水
道
課
〉
▽
小
賀
野
孝
晃
（
水

道
課
長
補
佐
兼
浄
水
場
係
長
）〈
再

任
用・水
道
課
〉
▽
清
水
高
広
（
環

境
産
業
課
長
補
佐
兼
産
業
係
長
）

▽
長
谷
川
泰
子
（
課
税
課
諸
税
係

長
）
▽
戸
谷
京
子
（
生
涯
学
習
課

主
査
）〈
再
任
用
・
生
涯
学
習
課
〉

▽
三
友
入
子
（
教
育
総
務
課
用
務

員
）〈
再
任
用
・
教
育
総
務
課
〉

▽
中
塚
健
太
郎
（
社
会
福
祉
課
主

査
）
▽
桜
場
幸
男
（
財
政
課
専
門

員
）
▽
金
井
丈
夫
（
行
政
管
理
課

専
門
員
）
▽
青
木
正
信
（
都
市
計

画
課
専
門
員
）
▽
倉
林
隆
夫
（
市

民
福
祉
課
専
門
員
）▽
飯
塚
浩（
都

市
整
備
部
次
長
）
埼
玉
県
へ
▽
岡

芹
純
一
（
指
導
主
事
兼
学
校
教
育

課
長
補
佐
兼
指
導
係
長
）
埼
玉
県

へ

計画
Plan

人事
Personnel changes

本庄市公共施設等総合管理計画（インフラ編）を策定

本庄市健康づくり推進総合計画を策定

改定 本庄市建築物耐震改修促進計画を策定

▶計画の概要
【基本方針】施設に関する全体的な方針
①財政負担の縮減
②安全・安心なサービスの提供
③施設機能の適正化

【基本原則】基本方針を踏まえた財政負担の縮減や
施設全体の最適化に向けた全体目標
・原則１　インフラ施設の長寿命化を図る
・原則２　インフラ施設のきめ細かなメンテナンス
　　　　　を着実に行う
・原則３　インフラ施設の新設は真に必要なものに
　　　　　限定する
・全体目標　現状の投資額を維持する

【取組方針】基本原則の達成に向けた施設全体の方針
【施設種別方針】各施設種別の独自の方針
　施設種別（道路・橋梁、上水道等）ごとに、施設
の更新や維持管理・運営の効率化などを進めるため
の方針に加え、長寿命化・維持管理・更新の考え
方、コスト縮減の取組、適正化の方向性等

基本目標の達成に向けて
　①こころと体、歯の健康づくり②食を通じた健康
づくり③市民、地域の健康づくりを施策の柱として、
子どもからお年寄りまで生涯にわたり途切れない健
康づくりを市民や関係機関・団体との協同により推
進していきます。

●次の施設の開庁、開館時間に閲覧できます
・図書館（仮図書館・児玉分館）：閲覧・貸し出し
・本庄市保健センター：閲覧・貸し出し
・企画課（市役所３階）：閲覧
・総務課（アスピアこだま内）：閲覧
・市ホームページ：閲覧・ダウンロード

★本庄市保健センター☎�２００３

　このたび、平成27年度までの計画期間としていた
ため、内容を見直し、平成32年度までの５年間とし
ました。計画は、市ホームページ、又は建築開発課
(市役所２階）で閲覧できます。

★建築開発課☎�１１４０

　市では、高度経済成長の過程において、継続的・
積極的に整備を進めた結果、数多くのインフラ施設

（道路、公園、上下水道等）を保有しています。
　今後、これらの多くで老朽化が進み、将来的に全
て維持する場合、今後30年間で約１１９２億円もの
更新（再整備）費が必要と試算されています。
　一方で、人口減少や少子高齢化が進み、税収の減
少や社会保障費の増大など、厳しさの続く財政状況
下において、これまでのように多額の投資をするこ
とが難しい状況になっています。
　こうした状況を踏まえ、市ではインフラ施設を対
象として、将来にわたり安全に安心して利用できる
維持管理・運営に係る基本的な方針等について定
めた「本庄市公共施設等総合管理計画（インフラ
編）」を３月に策定しました。

●次の施設の開庁、開館時間に閲覧できます
・図書館（仮図書館・児玉分館）：閲覧・貸し出し
・企画課（市役所３階）：閲覧
・総務課（アスピアこだま内）：閲覧
・市ホームページ：閲覧・ダウンロード

　本市の健康づくりの課題への対応として、「本庄
市健康づくり推進総合計画」を策定しました。
　市民の健康増進、食育推進、歯科口腔保健推進を
図るにあたって、密接に関係するそれぞれが相乗効
果を発揮できる総合計画となっています。
課題解決に向けた基本目標
　本市の健康指標等の統計及びアンケート調査結果
等から見えてきた、健康を取り巻く主要な課題とし
て「健康寿命の延伸と医療費の抑制」、「次世代と
高齢者の健康づくり」が挙げられます。この主要な
課題を中心としたさまざまな問題の解決に向け、健
康づくりのめざす姿を実現するための基本目標を
｢健康寿命の延伸と生活の質の向上」とします。

　市では、住宅及び多数の人が利用する建築物等の
耐震化を促進することで、災害に強いまちづくりの
実現を目指し、地震による建築物の被害・損傷を最
低限にとどめ、市民の生命と財産を保護することを
目的として、平成22年３月に「本庄市建築物耐震改
修促進計画」を策定しました。

★企画課☎�１１５７


